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（１）一般競争入札（物品）案件の電子くじ導入について
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宇都宮市が電子入札システムで発注する物品の案件について予定価格の範囲内で
有効かつ最低の価格で入札したもの（以降，「落札候補者」という。）が２者以上
発生した場合，落札者を電子入札システムの機能である電子くじ機能により決定す
る方式を開始します。

【導入目的】くじによる来庁が不要になること及び会計事務のＤＸ推進のため

【対象案件】４月１日以降に公告する一般競争入札（物品）の案件

〇電子くじ導入後における入札書提出における変更点
⇒入札書提出時に任意の３桁の数字（くじ番号）を入力することになります。



（２）電子くじの算出方法
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電子入札対象案件において，落札候補者が２者以上になった場合には，電子くじ
により落札者を決定します。
＜手順＞
（１)入札参加者は，入札時に任意の「くじ番号（３桁）」を入力します。

（２)くじ番号と入札日時の秒（ミリ秒単位の下３桁を使用）の和を「確定くじ番
号（３桁）」とします。和が４桁になる場合は，下３桁を使用します。

（３）落札候補者となった方は確認申請書を提出し，参加資格を満たす者から電子
くじを下記の通り実施します。
電子くじ対象者を入札書提出順に，「入札順位」を０から振ります。次の数
式で得られた余り（確定くじ番号）と，入札順位の数値が一致した入札者が
落札候補者となります。

【数式】電子くじ対象者の「確定くじ番号」の和 ÷対象者数



（３）電子くじ導入における手続きの変更箇所について
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①入札書提出時に赤枠で囲ってあ
る部分に任意の数字３桁を半角で

入力してください。
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⓶入札書受付票画面で入力くじ番号と確
定くじ番号が表示されるようになります。
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③電子くじを実施した場合，くじ結果
の根拠が表示されるようになります。


